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第１ 監査の概要 

 
１ 監査の種類  公の施設の指定管理者監査 
２ 監査対象   株式会社日本メカトロニクス 
         都市整備部道路管理課（指定管理に関する事務の所管課） 
３ 事前調査日  平成２２年１月８日 
４ 監査日    平成２２年２月３日 
５ 監査対象年度 平成２０年度 
６ 監査対象事項 出納その他の事務 
７ 監査方法   四日市市営中央駐車場及び四日市市営本町駐車場の指定管理者である株式会社日

本メカトロニクスに対して、公の施設の管理に係る平成２０年度における事務の執

行状況について、関係資料の提出を求め、担当者から説明を聴取し、諸帳簿等につ

いて調査・確認するとともに、条例及び協定書等に沿って適正な管理が行われてい

るかどうかに主眼をおいて監査を実施した。 
         また、所管課に対しては、指定管理者への指導監督は適切に行われているかどう

かに主眼をおいて監査を実施した。 
 
第２ 監査対象の概要 

 
１ 指定管理者の概要 

名  称  株式会社日本メカトロニクス 
代 表 者  代表取締役 山口 正孝 
住  所  名古屋市中川区八熊 2丁目 1番 11 号 

 
２ 指定管理の内容 

施  設  名  四日市市営中央駐車場 四日市市営本町駐車場 

所  在  地 四日市市諏訪町 1番 25号 四日市市本町 3番 3号 

設置年月日 平成元年４月１日 昭和６０年１２月１４日 

指定管理期間 平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 

指定管理料 
利用料金制  剰余金の 97％は駐車場整備費負担金として市の歳入 

３％は指定管理者が享受する。 

指定管理に係る 
収支状況 

収入  ８８，００２，８５６円 
支出  ３２，３７１，０６６円 
剰余金 ５５，６３１，７９０円 

１４，１７４，８６０円 
９，４６８，０４０円 
４，７０６，８２０円 

利用実績 
(年間延べ利用台数)

 ２６７，１６２台  １８，８６３台 
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３ 指定管理の業務範囲 
ア 四日市市駐車場条例第７条、第８条、第１４条に規定する施設の使用の利用許可等に関する

業務 

イ 四日市市駐車場条例第９条、第１０条、第１１条に規定する施設の利用料金の徴収等に関す

る業務 
ウ 駐車場の施設その他の物件の維持管理に関する業務 
エ 前各号に掲げるもののほか、駐車場の運営に関して必要と認める業務 

 
４ 収支状況                                  （単位：円） 

項   目 実施計画 (ａ) 実績額 (ｂ) 比較増減 (ｂ)－(ａ) 

利用料金収入 
（中央駐車場） 

１０４，７９８，７５６ ８８，００２，８５６ △１６，７９５，９００

利用料金収入 
（本町駐車場） 

１５，６９８，３７９ １４，１７４，８６０ △１，５２３，５１９

収入計  ① １２０，４９７，１３５ １０２，１７７，７１６ △１８，３１９，４１９

人件費 １０，９１０，１７５ １１，３２０，３６６ ４１０，１９１

事務局費 ３，８２３，８２０ ３，９８６，３８９ １６２，５６９

施設費 ３，２１６，３９８ １，４３８，８７８ △１，７７７，５２０

委託費 １８，８８５，０６０ １６，７９２，００８ △２，０９３，０５２

光熱水費 ２，５９０，０００ ３，１２８，２８０ ５３８，２８０

その他 ４，５３３，７４０ ５，１７３，１８５ ６３９，４４５

支出計  ② ４３，９５９，１９３ ４１，８３９，１０６ △２，１２０，０８７

駐車場整備負担金③ 

(①－②)×97％ 
７４，２４１，８０４ 

５８，５２８，４００

（100 円未満切捨）
△１５，７１３，４０４

差引（①－②－③） ２，２９６，１３８ １，８１０，２１０ △４８５，９２８

 

第３ 監査結果 

 

   四日市市営中央駐車場および四日市市営本町駐車場の指定管理者である株式会社日本メカトロ

ニクス及び所管課に対し、指定管理者選定に関する事務、協定書の締結に関する事務並びに公の

施設の管理運営、会計経理等に関する事務及び関連する事務事業の執行について監査を行った結

果、次の指摘事項及び所見のとおり、改善、検討を要するところが認められた。 
また、道路管理課が行う履行確認及び指定管理者に対する指導監督について、次のとおり、改

善、検討を要するところが認められた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意すると

ともに、改善等を要するものについては、その措置を講じるよう要望する。 
   なお、改善の措置を講じられたときは、遅滞なく通知されたい。 
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１ 指摘事項 

 
【株式会社日本メカトロニクス】 
（１）管理業務委託の契約について 

管理業務の一部を平成 18 年度から三重交通警備株式会社に委託しているが、契約期間が平成

18 年 4 月 1日から平成 19 年 3 月 31 日の契約書しか確認できなかった。契約書は委託業務の内

容、委託料等を確定する重要な書類となるので、毎年度書面で契約するよう改善すること。 
【是正改善事項】 

（２）制服代の支出について 
指定管理者が平成18年4月1日に三重交通警備株式会社と交わした四日市市営駐車場管理業

務委託契約の仕様書によると、業務委託に要する制服、制帽、作業服等日常の勤務に要するも

のは受託者の負担とするとあるが、指定管理者が平成 20 年 6 月に制服代を支出し、一般管理費

に計上していたので、適正な支出に注意すること。              【注意事項】 
 
（３）管理経費の計上について 

株式会社日本メカトロニクスは平成 20 年度で 3 年間の契約期間が満了し、新たに平成 21 年

度から5年間の指定管理者となった。平成21年度から導入する自動精算機器に対応する駐車券、

回数券等を準備するため、平成 21 年 3 月度に購入経費を計上しているが、平成 21 年度の経費

として計上すべきであり、適正な会計処理に注意すること。          【注意事項】 

 
（４）現金出納簿の管理について 

現金出納簿が作成されていなかったので、毎日の入出金について出納簿を作成し、適正に管

理すること。                             【是正改善事項】 
 

（５）接遇の向上について 

事業計画では利用者に対するサービスの向上計画として、アンケートを実施するとあるが、

平成 20 年度中には実施されていなかった。また、平成 21 年 4 月から自動精算システムを導入

し、直接利用者の声を聴く機会はより少なくなるので、利用者の声を日々のサービスに反映さ

せるため、アンケートを実施するなど、サービス、接遇の改善に具体的な取組を行うこと。 

【是正改善事項】 

 

（６）購入備品のリスト作成について 

基本協定書第３０条において、管理業務の実施のために任意で備品を購入又は調達できるこ

とになっている。平成１８年度からファックス等を購入しているが、備品リストが作成されて

いないので、貸与備品との区別を明確にするためにも備品購入リストを作成し、ラベルを貼付

して適正な物品管理をすること。                   【是正改善事項】 

 

（７）事業計画について 

事業計画書は、市との駐車場事業請負の年度毎の受託契約書に相当すると考えられる。した

がって、（株）日本メカトロニクスはその利用料収入計画値の必達と計画経費以内での業務遂行

は責務の範疇であることを再認識すること。特に販売拡大への取組の弱さ、人件費の計画超過、
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租税公課の市側への割振などは課題であり、真摯な姿勢で取組み、改善すること。 

【是正改善事項】 

 
【都市整備部 道路管理課】 
（１）勤務時間の協定について 

    基本協定に基づき毎年締結する年度協定書では、現場管理者は平日午前 8 時から午後 5 時ま

で常駐することとなっているが、勤務時間は午前 8時 30 分から午後 5時 30 分となっていた。

市の開庁時間に合わせ、常駐時間の変更を承認する決裁は確認したが、本来、年度協定書締結

時に調整すべき事項であるので、十分に検討し、適正な契約をすること。  【是正改善事項】 

 
（２）管理業務の再委託について 

管理業務の再委託について、基本協定書第１７条では「管理業務の全部又はその主たる部分

を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない、ただしその一部について事前に甲の承認を

得た場合はこの限りではない。」とある。管理業務のうち料金担当および清掃員について第三者

へ再委託しているが、文書による事前承認を取っていなかった。この行為は協定違反であり、

管理業務に遺漏のないよう徹底すること。                【是正改善事項】 
 
２ 所 見 

【株式会社日本メカトロニクス】 
特になし 

 
【都市整備部 道路管理課】 
（１）指定管理者への指導監督について 

現状では指定管理者への牽制、指導監督体制が十分とはいえない状況にある。指定管理者か

ら提出されている事業計画と実績を比較すると、収入では 15.2％減額しているが、経費の減額

は 4.8％にとどまり、駐車場整備負担金も計画の 78.8％になっている。指定管理者が事業計画

通りの収入を上げ、経費を削減し、計画の駐車場整備負担金を確保できるよう、事業計画立案

時での精査と事後の進捗管理及び日常業務の牽制、月次報告書のより精度の高い確認方法の開

発など、指導監督体制を強化すること。                   【検討事項】 
 
（２）事業収支実績について 
   現契約では、駐車料の売上高の妥当性とすべての経費の内容をチェックする必要があるが、

その仕組みができていない。市職員にとって非常に手間のかかる難解な作業であるが、売上明

細と収入金の突合、諸経費の内容精査、駐車回数券の在庫数、金額の妥当性検証等をチェック

する方法を至急に確立し、事業収支実績数値の妥当性確認に努めること。 
また、管理経費に消費税や法人税相当額が計上されているが、税額の算出根拠を示す資料の

提示がないし、その税を市が負担する根拠も弱い。早急に対処を図られたい。  【検討事項】 
 
（３）管理業務の再委託について 

指定管理者は管理業務のうち料金担当および清掃員について第三者へ再委託しているが、再

委託すると、委託先の管理経費が重複するだけでなく、人的な管理監督面でも支障が生じる可
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能性が高くなるので、承認時にはその点を十分に留意すること。 
また、再委託の範囲が大きいのであれば、直接委託することも検討されたい。 【検討事項】 

 
（４）指定管理契約の見直しについて 

現契約では、売上精査、経費一点別実査など膨大な作業を行わなければ、市に収入される整

備負担金の妥当性を確認できないし、その変動によって収入金額は増減し、市側の固定コスト

をカバーしきれない状況や事故等の発生の可能性もある。 
市側が施設・設備に係る減価償却費、修繕費などの固定費をカバーできる一定額をもって指

定管理者との契約を賃貸契約に変更することを推奨する。この契約方式であれば、（株）日本メ

カトロニクスは経営努力がそのまま利益に反映できるメリットもあり、双方十分に協議し、契

約の変更を早期に検討されたい。                      【検討事項】 
現契約下では、専門性を有した企業社員でも手間のかかる難作業と考えられるが、契約変更

まではその作業を継続する必要があり、担当職員の粘り強い取組みの続行を期待したい。 
【努力要望事項】 

 
 


